
3. 心血管疾患の発現差異プロテオミクス解析 

 我々の研究室では、心血管疾患の病態の分子レベルでの解明を目指し、プロ

テオミクス解析を基盤とした研究を進めている。患者の腹部・胸部大動脈瘤や

石灰化大動脈弁の手術時に切除された試料の一部や、患者術前・術後血清の一

部を用いて、isobaric tag for absolute and relative quantitation （iTRAQ）試薬によ

る標識とその後の Nano LC装置による分離とマトリックス支援レーザー脱離イ

オン化飛行時間型タンデム質量分析計（MALDI-TOF/TOF MS/MS）による解析

により、病変組織において正常組織と比べ発現変動を示す蛋白質の包括的なプ

ロテオミクス解析を行っている。このような解析により、疾患特異的な病態バ

イオマーカー蛋白質の同定を目指している。 

 

 図 1.正常組織と比べての石灰化大動脈弁組織における発現減少蛋白質 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
                 （Connect. Tissue Res. 53, 460-468, 2012より引用） 

図 2. 腹部大動脈瘤患者術前血清と比べての術後血清における発現変動蛋白質 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
               （Proteome Sci. 11, article 27, 13 pages, 2013 より引用） 


